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也 1)、山田　和典 1)、土手添勇太 1)、高畑　卓弥 1)、
　豊島　好美 1)、高木　裕架 1)、相原　輝乃 1)、峠　　明香 1)、
　井上　一也 1)、別府　政則 1)、森長　慎治 1)、光家　　努 1)、
松本　浩伸 1)、赤木百合子 1)、多田　典弘 2)
【はじめに】抗不整脈療法の手段として植込みデバイス（PM、
ICD、CRT-P、CRT-D）治療の普及により、近年は、植込みデバイ
スと抗不整脈薬との併用による管理が定着してきている。そのため、
抗不整脈薬の効果が植込みデバイスに与える影響について理解して
おかなければならない。今回、CRT-D植込み患者の心室頻拍コント
ロール（以下、VTコントロール）目的に併用した抗不整脈薬療法
とICD治療設定の経験を報告する。
【症例】62歳男性。拡張型心筋症による心筋の変性と心不全が原因
でVTが発生していると考えられ、2012年5月16日CRT-D（Medtronic
社、Protecta XT）植込み術施行。以降、抗不整脈薬の内服を継続
するもVTは出現していたため同年9月にカテーテルアブレーション
実施。検査により僧帽弁閉鎖不全症を指摘され、11月に僧帽弁置換
術を施行した。
【結果】抗不整脈薬を併用することで発生したVTレート・発生回数
に変化はあったが、この変化に対し主治医とICD治療設定の変更を
行いながら対応することでVTコントロールの効果を得られた結果
であった。
【結語】CRT-D植込み患者のVTコントロール目的に併用した抗不整
脈薬療法とICD治療設定の経験を報告した。
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